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（様式１） 

 

大阪市立柏里小学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

  

１ 学校運営の中期目標 

現状と課題 

 

本校は、素直で子どもらしさにあふれる児童が多い。柏里地域活動協議会や PTA に関わる皆さんも協力

的で子どもたちを地域力で支える基盤ができている。また、昨年度は創立１００周年の記念式典や関連する

学校行事を全員で協力して無事に終えることができた。 

子どもたちの学力面では、「主体的・対話的で深い学びの推進」に向け、教職員の共通理解や一体となっ

た指導体制のもと、子どもの学びの環境を整えていく。また、主体的な学びと言語活動の推進に向け、読書環

境は整ってきているので、より主体的に読書する子どもの育成を図る。また、基礎的・基本的な学力の定着が

厳しい状況の子どもたちへの支援・指導を主眼として、昼のチャレンジタイム、放課後指導の改善に取り組む

とともに、個に応じた課題解決学習の構築と主体的な学び、家庭学習が定着するようにしていく。授業の形式

としては、昨年度より中学年以上を対象とした専科指導に転換しながらも今までの習熟度別少人数学習（算

数）にも取り組んでいく。 

第1教育ブロック学力推進事業、西淀川区の学力推進事業・校長経営戦略支援予算による漢字検定(4・

6 年生)、英検ジュニア検定(3・5 年生)の継続を踏まえ、子どもたちの主体的学びも継続していく。さらに

ICTの活用については、今年度生成 AIパイロット校として AIを活用した学習指導の研究にも取り組んでい

く。 

体力面では、運動場の整地、倉庫の用具整理など、環境整備を徹底している。安全で使用しやすい運動場

や体育館で、有意義な体育の学習を進めることができている。また、足が速くなるダンスに取り組み、運動会

での準備運動に取り入れている。走るための基礎的な運動を、ダンスに親しみながら習得するようになってき

ており、昨年度の体力調査では、男女ともに全国平均を上回る項目があり、全体的に少しずつではあるが、

体力は向上している。しかし、総運動時間が 60 分未満の児童がおり、その児童は、体力合計点が低い傾向

がみられたことから、まず運動時間の確保から始めることが重要であると考える。体育の学習時間、15 分休

み、昼休みなどの休憩時間、放課後遊びの時間など、いろいろな時間を運動時間に変えることで、体力合計

点はさらに向上すると考えられる。さらに運動することは大切であるという意識が高い児童は体力合計点が

高い傾向にあるため、運動することの意味、価値などを体育学習や学級活動、総合的な学習の時間など、あ

らゆる活動を通して、運動の大切さが伝わるよう児童に働きかけていきたい。 

その他の教科・領域についても児童の学力を高めるため、分析を強化し、学力面の取り組みを継続してい

く。また、家庭学習の時間が不足していることから、家庭との連携を深め、家庭学習の時間を増加させていく。 

昨年度からの生活面の課題としては、帰宅後の通信機器使用時間（SNS やゲーム）が大阪市平均の２倍

以上に相当するという結果が明らかになり、家庭にも啓発し、具体的な目標視聴時間を設定したことで一定

の改善が見られた。具体的には、帰宅後、３時間以上機器を操作している児童が大阪市平均では約３２％だ

ったが、本校は約３４％という結果になった。まだ市平均を上回っている状態のため今後も継続した取り組み

が必要である。また、情報モラル教育も推進していきたい。 
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中期目標 

【安全・安心な教育の実現】 

〇本市調査における「学校から帰ってから、スマートフォン等を使用して、平均でどのくらいＳＮ

Ｓ、動画視聴、ゲーム等をしていますか。」に対して、３時間以上と回答する児童の割合を２０．

５％以下にする。 

〇小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思います

か」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する児童の割合を９０％以上にする。 

〇小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」に対して、肯定的に回答する

児童の割合を９２％以上にする。 

〇本市調査における「スマホの危険性や適切な使い方について理解していますか」に対して、

肯定的に回答する児童の割合を９６％以上にする。 

 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

○小学校学力経年調査における「理科の勉強は好きですか」に対して肯定的に回答する児童

の割合を８０％以上にする。 

〇小学校学力経年調査における、国語の学力に課題の見られる児童の割合を、同一母集団に

おいて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より３ポイント減少させる。 

〇小学校学力経年調査における、算数の学力に課題の見られる児童の割合を、同一母集団に

おいて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より３ポイント減少させる。 

〇小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好き

ですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を８３％以上にする。 

 

【学びを支える教育環境の充実】 

○授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の６０％

以上にする。〔ただし、事務局が定める学校行事等ＩＣＴ活用が適さない日数を除く〕 

〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する基

準１を満たす教職員の割合を７５％以上にする。 

〇小学校学力経年調査における「読書は好きですか」に対して、肯定的に回答する児童の割合

を７６．５％以上にする。 
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２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む） 

【安心・安全な教育の実現】 

年度目標 

〇本市調査における「学校から帰ってから、スマートフォン等を使用して、平均でどのくらいＳＮ

Ｓ、動画視聴、ゲーム等をしていますか。」に対して、３時間以上と回答する児童の割合を

30％以下にする。 

〇小学校学力経年調査における「将来の夢や目標をもっていますか」に対して、肯定的に回答

する児童の割合を 88％以上にする。 

 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

年度目標 

○小学校学力経年調査における、算数の学力に課題の見られる児童の割合を、同一母集団に

おいて経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 2ポイント減少させる。 

                                                           ＊市平均の 7割以下 

〇小学校学力経年調査における、「毎日、同じくらいの時刻にねて、同じくらいの時刻に起きて

いますか」に対して肯定的に回答する児童の割合を 81％以上にする。 

 

【学びを支える教育環境の充実】 

年度目標 

○授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の５０％

以上にする。〔ただし、事務局が定める学校行事等ＩＣＴ活用が適さない日数を除く〕  

 

〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関する基

準１を満たす教職員の割合を 79％以上にする。 

 

３ 本年度の自己評価結果の総括 

【安心・安全な教育の実現】 
 
 
【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

  

 

【学びを支える教育環境の充実】 
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（様式２） 

大阪市立柏里小学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

年度目標 
達 成

状況 

【安心・安全な教育の推進】 
年度目標 

〇本市調査における「学校から帰ってから、スマートフォン等を使用して、平均でどのくらい

ＳＮＳ、動画視聴、ゲーム等をしていますか。」に対して、３時間以上と回答する児童の割

合を 30％以下にする。（R6  ３年 29％ ４年 24.5％ ５年 36.2％ ６年 50％） 

〇小学校学力経年調査における「将来の夢や目標をもっていますか」に対して、肯定的に

回答する児童の割合を 88 ％以上にする。 

（R6：③86.9 ④83 ⑤91.5 ⑥86.1） 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 中間 最終 

取り組み内容①【基本的な方向１ 安心・安全な教育環境の実現】 

・学校や家でのきまりを守って健康に努める。 

  指標 

・生活チェック週間で 1日の SNS、動画、ゲーム等使用時間を学年で設定し、決めたこ

とを守れるようにする。（目安１・２年 ３０分 ３・４年 １時間 ５・６年 ２時間）  

取組内容②【基本的な方向２ 安心・安全な教育環境の実現】 

・目標を立て、それに近づけるように学校生活を過ごす。 

  

指標 

・全学年でキャリアパスポートに「将来の夢」もしくは「どんな大人になりたいか」の欄を設定し、

毎学期振り返りを行う。 

・３年～６年で「将来の夢」や「どんな大人になりたいか」のためにできることをいつでも目にする

ような身近なところに書いて持っておき、意識できるようにする。（音読カード、連絡ファイル、連絡

帳など） 

 

中間評価を踏まえた年度目標の達成状況と取組の最終評価 

【最終評価】 

取り組み内容① 

 

次年度への改善点 

取り組み内容① 

 

取り組み内容② 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 



6 

 

（様式２） 

 

大阪市立柏里小学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

○小学校学力経年調査における、算数の学力に課題の見られる児童の割合を、同一母

集団において経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 2ポイント減少させる。 

 （R6 ３年 8.8% 4年 15.2% 5年 48.7%） ＊市平均の 7割以下 

〇小学校学力経年調査における、「毎日、同じくらいの時刻にねて、同じくらいの時刻に

起きていますか」に対して肯定的に回答する児童の割合を 81％以上にする。 

（R6 ③81.5％ ④73.6％ ⑤80.8％ ⑥82.6％） 

 

 

中間評価を踏まえた年度目標の達成状況と取組の最終評価 中間 最終 

取組内容○3【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

・ 習熟度別授業、少人数指導、TT による指導など、単元ごとに児童の実態に合わせた

指導方法を取り入れ、個に応じたきめ細やかな指導を行う。 

・ 算数の学力に課題の見られる児童を中心に放課後学習の充実を図る。 

・ 校内研究を通して指導力の向上を図り、「主体的・対話的で深い学び」の実現を目

指す。 
  

指標 

・ 週１回の学年打ち合わせの際に児童の実態について学年団で共有し、よりよい指導

形態を考える。 

・ 会議のない日はどの学年も毎日放課後学習ができる体制を整える。 

・ 教員の公開授業を年間 20 回以上、スクールアドバイザー等を指導要請した研究授業・

研究討議会を年３回実施する。 

取組内容○4【基本的な方向５ 健やかな体の育成】 

・ 体育的行事や体力づくりにつながる遊びを充実させて、運動習慣の定着と児童の体

力向上を図る。 

・ 安全・安心な校内環境、教育環境づくりに努め、自主的な健康管理及び規則正しい

生活習慣の態度を育てる。   

指標 

・ 学校のきまりとして、「運動場が使えるときは、1日1回は運動場に出て遊ぼう」という

目標設定を行う。 

・ 学期に１回、生活チェック表を活用しての健康週間の実施や保健指導を行う。  

   

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立柏里小学校 令和７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

年度目標 
達成

状況 

【学びを支える教育環境の充実】 

○授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の

５０％以上にする。〔ただし、事務局が定める学校行事等ＩＣＴ活用が適さない日数を除

く〕 （R5 データなし）（R6 ８５．８％） 

〇第２期「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間の上限に関

する基準１を満たす教職員の割合を 79％以上にする。 

（R5 71.4％）（R6 78.5％） 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 中間 最終 

取組内容○5【基本的な方向６ 教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメーションの推進】 

・パソコン使用のルールを守って学習端末をつかうことができる。 

・教科書の QRコードを読み取り、学習を深めることができる 

・自分の考えや意見をスライドなどにまとめ、全体で交流することができる 

  

指標・学期に１回以上教科書の QR コードを読み取り、学習を進める 

取組内容○6【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

・時間外勤務削減のために会議を開始時刻通り始める。 

・学年団、校務分掌、教科領域部会等で計画的に連携を図り、一部に偏りなく職務が遂行

できるよう意識する。 

・各自で定時退勤または早めに退勤する日を設定する。 

  

指標・基準１を満たす教職員の割合を７９％以上 

中間評価を踏まえた年度目標の達成状況と取組の最終評価 

【最終評価】 

取組内容⑤ 

 

取組内容⑥ 

 

次年度への改善点 

取組内容⑤ 

 

取組内容⑥ 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 


